
演習問題回答例
1．(7) 式より、
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が得られる。図13に表2−3のデータと (14)、(15) 式を
表す。ゴム（s≈0.45~0.49）の場合は表のデータのばら
つきが大きく、必ずしも (15) 式には良く乗らない。

2．ア．長い棒の一端を固定し、他端に秤量物をぶら下げ、棒のたわみ量を量る。既知の重さの物

体により、たわみ量を校正する。また、10 g の錘でたわみが読み取れるほど十分に長い棒が必

要。重さが 10 倍を越える場合には、棒の長さを
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103 （2分の1弱）に縮めることにより、同じたわ

み量で秤量範囲を 10 倍に出来る。更に、100 倍にするには、棒の長さを最初の   102 / 3 （約半分

強）にする事により、100 倍の重さ、1 kg まで秤量が可能になる。但し、最大秤量値に耐える強
度がある材料を用いる必要がある。

イ.�図14で与えられる断面を持つ H 型鋼が、曲率半径 R でたわんだ時の力のモーメントを求め
る。そのためには、幅を Wi （i =1, 2）とし、上下の対称性を利用して、
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を、i=1．�縦長（横線）部分、i=2．�横長（縦線）部分それぞれの上半分（下半分は係数2に含まれ

る）についてそれぞれ積分する。縦長部分は、W1=0.2w で、0 から w まで積分して、
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が得られる。横長部分は、W2=3w で、w から 1.1w まで積分して、
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これらを加えて、
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 が得られる。角柱の場合は
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なので、図14の H 型鋼にする事によ

り、重量は同じでもたわみ量を約 1/10 にする事が出来る。縦長部分の幅を 0.1w、長さを 4w と
する事により、更に 3.8 倍（角柱と比較すると 38 倍）たわみ量を減らすことが出来る。実用上は、
耐加重とサイズから最適値が決められる。
（JISの例：100 mm x100 mm： W1=6 mm, W2=100 mm, 水平部厚み 8 mm）
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